
福山共同発電所更新計画に係る環境影響評価方法書に対する知事意見 

 

１ 全体的事項 

（１）事業計画や工事計画の具体化に当たっては，大気汚染防止，温排水対策，生物多様

性の保全，地球温暖化防止等の観点から，環境保全に関する最新の知見を踏まえ，可

能な限り最良の技術の導入を検討するなど，環境影響の低減が図られた計画とし，検

討結果を環境影響評価準備書に記載すること。 

 

（２）環境影響評価方法書に記載されている調査，予測及び評価の手法を適切に実施する 

とともに，その過程において，新たに環境に影響を与えるような事実が判明した場合

は，必要に応じ，環境影響評価項目の追加を行い，適切な調査・予測及び評価を行う

こと。 

 

（３）本事業による環境負荷を懸念する住民意見については，内容を十分検討すること。

また，適切な機会をとらえて環境影響評価の内容を十分に説明するとともに，環境 

影響評価に関する図書等の積極的な情報公開に努めるなど，住民等とのコミュニケー 

ションを図ること。 

   更に，環境影響評価準備書の作成に当たっては，環境調査等の内容及び環境影響評

価の結果に関する情報の記載方法を工夫するなど，分かりやすい図書づくりに努める

こと。 

 

２ 個別的事項 

（１）大気環境 

ア 硫黄酸化物，窒素酸化物及びばいじんの排出量を現状より低減させる計画となって

いるが，環境影響評価の実施に当たっては，各号機の計画利用率等の根拠を示した上

で排出量を算定し，適切な予測及び評価を行うこと。 

 また，対象事業実施区域は，製鉄所からの排出ガス等による影響も懸念されること

から，予測及び評価を行うに当たっては，周辺の大気汚染濃度が気象条件等により，

一時的に上昇することを考慮すること。 

 

イ 光化学オキシダント及び微小粒子状物質は，対象事業実施区域周辺において環境基

準に適合していない地点が存在することから，その発生の一因となる窒素酸化物を低

減させるため，最新鋭の低 NOｘ燃焼器及び排煙脱硝装置の導入等について検討するこ

と。 

 

 ウ 主要な輸送経路沿いには，学校，病院及び住宅地等が存在していることから，騒音 

及び振動の影響が最大となる時期について，関係車両の台数や工事工程などの諸元を 

明らかにした上で予測及び評価を行うこと。 

なお，評価に当たっては，工事車両の増加による影響が可能な限り回避・低減され 

ているか検討すること。 

  

 エ 低周波音に係る調査は，敷地境界及び最寄りの民家付近において行うとしているが， 



調査結果を踏まえ，必要に応じて調査地点を追加した上で予測及び評価を行うこと。 

   また，評価に当たっては，周辺の学校，病院及び住宅地等に影響が生じる程度では 

ないことを確認すること。 

 

（２）動物・植物 

 ア 現地調査において重要な種が確認された場合には，必要に応じて専門家の助言を得 

ながら適切な環境保全措置を検討し，その検討経緯についても環境影響評価準備書に

記載すること。 

 

 イ 温排水による海生生物への影響については，温排水の拡散予測の結果を踏まえ，必

要に応じて調査地点を追加した上で予測及び評価を行うこと。 

 

（３）主要な人と自然との触れ合いの活動の場 

主要な輸送経路沿いには，多数の住民が利用すると考えられる公園等が存在するた 

め，交通量が最大となる時期について，関係車両の台数や工事工程などの諸元を明ら

かにした上で予測及び評価を行い，その過程についても環境影響評価準備書に示すこ

と。 

 

（４）廃棄物等 

発生する産業廃棄物の種類ごとの発生量，有効利用量及び最終処分量については，

各号機の計画利用率等を踏まえて定量的に示した上で予測及び評価を行うこと。 

なお，評価に当たっては，可能な限り有効利用が図られているか検討すること。 

また，有効利用や最終処分の方法について環境影響評価準備書に記載すること。 

 

（５）温室効果ガス等 

発電設備の更新による二酸化炭素排出量の削減効果について，環境影響評価準備書

に定量的に記載すること。 

また，評価に当たっては，「第２次広島県地球温暖化防止地域計画」，「福山市地球温

暖化対策実行計画（区域施策編）」との整合についても検討すること。 


